
2022年度第1期『人権に係わる相談担当者等スキルアップ講座』

開催日 ５　月　１９　日　（木） ６　月　９　日　（木）

分野 部落問題 高齢者の人権

講
座
名

「無関心」でいられても「無関係」ではいられない人権問題
差別をしない・支えない・なくす努力を積み上げる

「高齢者の人権について」
－今日的な問題・課題－

講
師

公益財団法人　反差別・人権研究所みえ
常務理事兼事務局長　松村　元樹（まつむら　もとき）

公益財団法人　反差別・人権研究所みえ
理事長　大谷　徹（おおたに　とおる）

内
容
・
講
師
紹
介
な
ど

◆概要
 差別問題の基礎基本に立ち返り、差別の捉え
方、人権問題の捉え方、自身との関わりなど
について、部落問題をはじめ、さまざまな人権
問題に触れながら考え合います。

◆講師紹介
・（一社）部落解放・人権研究所　理事
・ 　　同上　ネットと部落差別研究会　研究員
・公益社団法人三重県人権教育研究協議会
理事
・東大阪市人権尊重のまちづくり審議会　委員
・名張市差別撤廃審議会　委員
・伊賀市地域福祉計画推進委員会　委員
・伊賀市障がい者福祉計画策定委員会　委員

◆概要
・高齢者所在不明問題
・高齢者の状況
・高齢者による交通事故
・少子化の状況
・認知症高齢者の人権
・高齢者の人権を守るために

◆講師紹介
　三重郡明和中学校で教員生活のスタートをき
り、2010年３月伊賀市立崇広中学校の校長で
退職。３８年間中学校の現場一筋で、退職年度
は三重県中学校長会の会長を務めた。
　 2010年４月から（公財）反差別・人権研究所
みえの常務理事兼事務局長を2016年６月まで
６年２ヶ月間、2016年７月から2020年６月まで４
年間理事、2020年７月から理事長に就任。
　 2014年度から2019年度まで、６年間皇學館
大学「人権論」の非常勤講師を勤めた。

分野 女性の人権 外国人の人権

講
座
名

女性への人権侵害
～男女平等を阻んでいるもの～

より良い多文化共生社会にするために
～外国人の視点から～

講
師

世界人権問題研究センター
登録研究員　源　淳子（みなもと　じゅんこ）

三重県環境生活部ダイバーシティ社会推進課多文化共生班
国際交流員　 Karmy-Jones Tala (カーミジョンズ　タラ)
　　　　　　Okamoto Julia Yuri（オカモト　ジュリア　ユリ）

内
容
・
講
師
紹
介
な
ど

◆概要
   今日的課題となっている女性問題の男女平
等を阻んでいるものを具体的な例を挙げなが
ら話し、そういう今日的課題を形成してきた歴
史的な点にも触れていきます。
　
◆講師紹介
　 1947年　島根県生まれ
　 女性学研究者
　 専門領域　日本の女性問題と宗教
　 著書　『仏教と性』（三一書房）、『フェミニズ
ムが問う仏教』（三一書房）、『「女人禁制」
Q&A』（編著、解放出版社）『「母」たちの戦争と
平和―戦争を知らないわたしとあなたに』（三
一書房）『自分らしい終末や葬儀の生前準備
―「生老病死」を考える』（あけび書房）『仏教に
おける女性差別を考える』（あけび書房）『いつ
まで続く「女人禁制」』（編著、解放出版社）他

◆概要
　 映画「クロスロード」を上映後、在留外国人が日常的
に直面している問題や悩み、現状等についてお話しま
す。身近にいる外国人住民をどのようにサポートできる
のか、また、外国人住民とのかかわり方について一緒
に考えましょう。そして、外国人住民と気軽にコミュニ
ケーションがとれるように、「やさしい日本語」についてお
話させていただきます。
　
◆講師紹介
（カーミジョンズ　タラ）
   アメリカ・ワシントン州出身。大学卒業後、JETプログ
ラムに参加し、２０２１年１１月から、三重県ダイバーシ
ティ社会推進課にて国際交流員として勤務している。三
重県の多文化共生推進のための活動に取り組んでい
る。
　
（オカモト　ジュリア　ユリ）
  ブラジル・サンパウロ州出身。大学卒業後、滋賀県の
彦根市役所人権政策課で国際交流員として3年間勤
務。２０２２年４月から、三重県ダイバーシティ社会推進
課の国際交流員として、三重県の多文化共生推進のた
めの活動に取り組んでいる。
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三重県人権センター問い合わせ先　　（０５９－２３３－５５０５）


